
 

 

 

 

 

人 権 に つ い て 考 え る 

校 長 前田 裕司 

 12月 4日から 10 日までは人権週間です。今年で第 75回

目になりますが、これは昭和 23年（1948 年）12月 10日、

国際連合第 3回総会において、全ての人民と全ての国とが達成

すべき共通に基準として、「世界人権宣言」が採択されました。 

 世界人権宣言は、基本的人権尊重の原則を定めたものであ

り、初めて人権保障の目標ないし基準を国際的にうたった画期的なもので、採択日

である 12月 10日は「人権デー（Human Right Day）」と定められています。 

 人権について考えるとき、様々な問題がありますが、まずは、身近な出来事に課

題意識・問題意識を持つことが大切です。クラスにひとりぼっちな人はいないだろ

うか、他の人の趣味や興味を否定していないだろうか、「自分の当たり前が、他の人

の当たり前であるとは限らない」のです。 

 情報化が進む世の中で、タブレットやスマートフォンが急速に普及し、インター

ネットや SNS を利用することも多くなり、生活が便利になり学習の仕方も変化し

てきています。その反面、インターネットや SNS を活用する中でトラブルも多く

発生しています。面と向かっては言えないことを書き込んだり、文字だけではじゅ

うぶんに気持ちが伝わらないことで、結果的に相手を傷つけてしまうようなことも

あります。携帯電話やスマートフォンの使い方を含めて、「誰か」のことじゃなく、

自分のこととして考えてみましょう。 

 皆さんが、夏休みに取り組んだ人権作文で、２年生の堀岡青矢さんが全国中学生

人権作文コンテスト（尼崎大会）で最優秀賞を受賞しました。ここに紹介したいと

思います。 

「人権の正しい在り方」 

 僕は小学校３年生から小学校６年生の卒業まで髪の毛を伸ばしていました。その理由は

ヘアドネーションをしていたからです。私の叔母が髪の毛を伸ばして、小児がんなどの病気

で髪の毛がない、あるいは髪の毛が無くなる人達に、髪の毛を寄付するヘアドネーションと

いう活動をしていることを聞いて、それにあこがれた自分がいたからだと思います。話を聞

いてからすぐ母の許可を得て、その日から髪の毛を切らないことを決めました。 

 父は最初、反対していたけれど、「病気の人に寄付す

るのだから。」と説得しました。小学校３年生の初めごろ

にあった家庭訪問で先生の理解は得ていたのですが、

髪が伸びてきたころ、周囲の友達から「女の子みた

い。」や「清潔感がない」、「なんで男の子なのに髪の毛

を伸ばすの？気持ち悪いよ？」などと言われたことを今

でも覚えています。このようなことを言われることは、髪

を伸ばすことを決めた時点で予想していたけれど、あま

りに単刀直入だったので、かなりショックでした。それから４年生の初めごろまでずっと言わ

れ続け、とうとう髪を伸ばすことが恥ずかしくなってきました。何回も髪を切ろうと思ったけれ

ど、こんなことで折れるほうが恥ずかしいなと感じ、最後までやり切ろうと思いました。それと

どこで誰に言われたのか忘れたけれど、「気にしたら負け。」という言葉を信じて伸ばし続け

ました。結局卒業まで周囲からいろいろ言われたけれど、あまり気にしていませんでした。 

 自分の髪を使う人のことを考えて、毎日お風呂に１時間半ほど入って髪をケアし、髪が痛

まないように毎日うつぶせになって寝ることを意識しました。６年生の時は、誰よりも髪質がよ

かった自信があります。ヘアドネーションができる最低の長さが 15cm なのですが、カットに

行ったとき測ってもらうと、36cm もあり、その時は達成感と誇りで満面の笑みを浮かべてたの

を覚えています。 

 この活動を通じて感じたことがあります。「男の子なのに」「女の子みたい」とよく言われ、道

を尋ねられた時、性別を間違えられることもありました。とても嫌な思いをしました。病気など

で髪の毛を失った人が外見を気にしないようにするための取組なのに、なぜ協力している

人が外見で嫌な思いをしなければいけないのかと思いました。でも、ボランティアだと思っ

て頑張りました。バッジをつければヘアドネーションのために長髪にしていることをわかって

もらえることは知っていました。でも長髪の理由をなぜ理解してもらわなければいけないのか、

性別関係なく自分の自由に服を着たり、髪形を選んだりしたらいいと思い、バッジをつけま

せんでした。 

 「男の子らしく」などの、性別にとらわれない世の中になると、ヘアドネーションの活動に

参加する人が増えると思います。最後には髪の毛を失っても周りの人の目を気にせずに生

きていける世の中になることが、人権が守られている本来の理想的な姿ではないかと感じ

ました。 

 今年も残すところあと 1 か月となりました。コロナウイルス感染症が 5 類とな

り、日々の学習や学校行事、部活動において立中生が目を輝かせて笑顔いっぱいに

頑張っている姿をたくさん見せてくれました。年度初めには、「和を大切にして、相

手の立場に立って物事を考えて行動し、誰もが気持ちよく過ごせる学校をみんなで

作っていきましょう」という話をしました。人権週間にあたり一人ひとりが自分の

言動について見直してみましょう。 

 

 
尼崎市立立花中学校 

 学 校 だ よ り    令和５年度１２月号  

  強く生き、正しく考え、優しく関わる立中生 

 



 


